
沖縄県 うるま市

令和４年度
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・ �長期にわたり、 
整骨院・接骨院で施術を 
受けられている方へ

・ �スポーツクラブ 
ルネサンスについて

表紙写真「��富士山」
［写真提供］�愛知県支部

小
こ

林
ばやし

 美
み

華
か

 さん

山梨県南都留郡の富士河
口湖にあるホテルより、
朝方撮影しました。少し 
天気が悪かったのでこの
ような神秘的な写真が撮
れました。

名古屋から東京へ向かう 
東名高速道路の車窓から 
撮影しました。車窓から 
大きくきれいな富士山が 
見え、感動して数枚シャッ 
ターを切りました。
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ちゅうけんだよりちゅうけんだより

中
建
国
保
第
１
２
６
回
通
常
組
合
会
が
７
月
20
日
か
ら
21

日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
と
歳
入
歳
出
決

算
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

議
事
終
了
後
に
は
令
和
５
年
度
功
労
者
等
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。（
関
連
記
事
５
頁
）

令
和
４
年
度

事
業
報
告・決
算
が

組
合
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た

◆
組
合
員
の
状
況

令
和
４
年
度
末
の
組
合
員
数

�

12
万
７
８
３
８
人

�

（
前
年
度
比
１
０
７
９
人
減
）

◆
家
族
の
状
況

令
和
４
年
度
末
の
家
族
数

�

15
万
９
５
１
人

�

（
前
年
度
比
５
１
１
２
人
減
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
1
・
19
人

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な
い
３
歳

未
満
及
び
６
人
目
以
上
の
家
族

�

１
万
１
７
３
２
人

�

（
全
家
族
数
の
7
・
77
％
）

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
者
の
状
況

令
和
４
年
度
中�

４
９
８
９
人

�

（
組
合
員
２
２
０
７
人
、

�

家
族
２
７
８
２
人
）

※�

た
だ
し
、家
族
に
つ
い
て
は
、組

合
員
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
加
入
に
よ
る
資
格
喪
失
を

含
む

◆
組
合
特
定
被
保
険
者
の
状
況

令
和
４
年
度
末�

７
万
５
７
４
６
人

年
間
平
均�

７
万
４
５
０
９
人

�

（
全
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は

�

26
・
52
％
で
毎
年
増
加
）

◆
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、
理
事
会
、
三
役
会
、

予
算
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
監

事
に
よ
る
本
部
の
内
部
監
査
は
中
間

監
査
を
２
回
、
決
算
監
査
を
１
回
行

い
ま
し
た
。ま
た
、監
事
及
び
本
部
監

査
事
務
局
に
よ
る
支
部
及
び
出
張
所

へ
の
監
査
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）の
影
響
に

よ
り
２
年
続
け
て
中
止
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
３
年
ぶ
り

に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
事
務
指
導
等

支
部
職
員
研
修
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
、
支
部

事
務
局
長
会
議
は
W
e
b
を
併
用
し

て
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、支
部
が
実

施
す
る
事
務
研
修
会
に
お
い
て
講
師

の
派
遣
要
請
を
さ
れ
た
支
部
へ
は
本

部
職
員
が
出
席
し
、
制
度
の
周
知
を

図
り
、
中
建
国
保
の
事
業
運
営
へ
の

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
指
導
検
査
は
本
部

に
加
え
、
３
年
ぶ
り
に
支
部
へ
の
検

査
も
行
わ
れ
、
概
ね
良
好
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況
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◆�
全
体
の
状
況

令
和
４
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�

３
６
９
万
３
５
４
７
件

給
付
額�
５
３
８
億
９
０
８
３
万
円

（
前
年
度
よ
り
１
人
あ
た
り
月
額
７
３
５

円
増
）

【
詳
細
】

◆�

療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
に
か
か
っ
た

際
に
、自
己
負
担
額
を
除
い
た
費
用
を
中
建

国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
４
９
万
２
１
０
０
件

支
払
義
務
額�

４
４
８
億
６
８
９
５
万
円

◆�

療
養
費
の
支
給
状
況

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院・
接

骨
院
に
か
か
っ
た
際
等
に
、自
己
負
担
額
を

除
い
た
費
用
を
中
建
国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

８
万
９
３
０
２
件

支
給
額�

４
億
４
５
２
２
万
円

◆�

高
額
療
養
費
の
支
給
状
況

同
一
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
７
１
５
１
件

支
給
額�

50
億
7
4
5
万
円

◆�

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
状
況

件
数�

３
件

支
給
額�

５
万
２
８
６
８
円

◆�

償
還
金
の
支
給
状
況

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、１
つ

の
病
院
等
で
１
ヵ
月
に
１
万
７
５
０
０
円
を

超
え
て
支
払
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
２
７
５
３
件

支
給
額�

５
億
８
１
８
１
万
円

�

（
１
件
あ
た
り
平
均
２
万
５
５
７
１
円
）

◆�

傷
病
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し

て
仕
事
を
休
ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
傷
病
手

当
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

件
数�

２
万
９
８
１
０
件

�

（
前
年
度
比
２
万
７
３
２
件
増
）

支
給
額�

22
億
１
３
１
万
円

�
（
前
年
度
比
10
億
７
３
４
２
万
円
増
）

◆�

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き

42
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
７
５
４
件

支
給
額�

７
億
３
６
６
８
万
円

◆�

出
産
手
当
金
の
支
給
状
況

女
性
組
合
員
が
出
産
の
た
め
仕
事
を
休

ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

53
件

支
給
額�

１
０
３
４
万
円

◆�

葬
祭
費
の
支
給
状
況

被
保
険
者
が
亡
く
な
り
葬
祭
を
行
っ
た

と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�

６
２
４
件

支
給
額�

３
９
０
６
万
円

◆�

健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に
実
施

し
、
健
診
結
果
の
数
値
の
改
善
が
必
要
な
40

歳
以
上
の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

　
受
診
者
数�

10
万
１
０
０
３
人

　
受
診
率　
特
定
健
診�

55
・
49
％

　
　
　
　
　
一
般
健
診�

34
・
37
％

　
補
助
総
額�

12
億
２
６
８
９
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

　
件
数�

７
８
５
２
件

　
補
助
額�

７
７
９
７
万
円

◆�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０

円
を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

３
万
２
９
５
０
件

補
助
額�

６
５
９
０
万
円

◆�

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
を
受
け

た
方
に
１
回
２
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

３
３
６
件

補
助
額�

67
万
２
０
０
０
円

◆�
保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
泊
分

３
０
０
０
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

５
０
７
５
人

補
助
額�
１
５
２
２
万
５
０
０
０
円

◆�

健
康
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
疾
病
予
防
の
講
演
等
、

被
保
険
者
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
内
容
を
支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
、コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。

会
場
数�

２
５
２
会
場

参
加
者
数�

１
万
１
９
４
２
人

◆�

健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
等
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員
が

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数�

４
５
５
８
世
帯

支
給
額�

７
４
８
９
万
５
０
０
０
円

◆�

在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改
修

を
行
っ
た
被
保
険
者
に
、
改
修
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

４
件

補
助
額�

23
万
８
５
１
９
円

◆�

被
保
険
者
証
更
新
会

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開
催
を
見
合
わ
せ

た
会
場
も
あ
っ
た
も
の
の
、保
険
証
の
交
付
を

中
心
に
医
療
保
険
制
度
や
事
業
運
営
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
数�

９
０
１
会
場

出
席
世
帯
数�

８
万
１
７
２
９
世
帯

◆�

健
康
相
談
室

◆�

中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

◆�

便
利
帳
の
発
行

◆�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

◆�

季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業
・
趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況
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◆�

レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的

に
行
い
、
被
保
険
者
資
格
の

誤
り
等
に
よ
る
過
誤
調
整
や
、

交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど

を
損
保
会
社
等
へ
請
求
を
行

う
こ
と
で
医
療
費
の
節
約
に

努
め
ま
し
た
。

　
点
検
の
結
果
、減
額
す
る

　
こ
と
が
で
き
た
医
療
費

�

９
億
１
６
５
３
万
円

（
１
人
あ
た
り
３
２
６
２
円

の
財
政
効
果
）

◆�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
減
額
差
額

通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
す
る
こ
と
で
、窓
口
で
の
負

担
額
の
軽
減
が
期
待
で
き
る

方
を
対
象
に
、年
２
回
個
別
に

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
し
た
。

◆�

医
療
費
の
お
知
ら
せ
の

送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額

を
知
り
、健
康
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆�

職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

対
策
事
業
の
取
り
組
み

再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と
60

歳
以
上
の
家
族
の
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
を
再
読
影
し
た

費
用
を
中
建
国
保
が
負
担
し

ま
し
た
。

件
数�

３
万
8
1
5
1
件

�

労
災
認
定
に
よ
る

医
療
費
の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ
た
医

療
費
の
う
ち
、13
件
３
３
０
５

万
円
を
労
災
保
険
か
ら
の
給

付
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

対象月 人数 切り替え
人数

４月
診療分 4,544人 795人

11月
診療分 4,303人 188人

対象
診療年月 世帯数

令和３年
11月〜
令和４年
10月

11万
6,252
世帯

令
和
４
年
度
の
決
算
は
歳
入
歳

出
差
引
残
高（
以
下
、
剰
余
金
）が

９
億
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。４

年
度
の
ス
タ
ー
ト
は
補
助
金
の
交
付

額
減
に
よ
る
歳
入
減
と
医
療
費
増
加

に
伴
う
歳
出
増
と
い
っ
た
要
因
が
重

な
り
、
繰
越
金
が
当
初
の
予
算
額
を

大
幅
に
下
回
る
歳
入
不
足
か
ら
の
財

政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

［
歳
入
］

◆
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
は
１
世
帯
あ
た

り
平
均
月
額
で
１
８
３
５
円
の
引
き

上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
社
会
保
険

適
用
拡
大
に
よ
る
家
族
数
の
減
少
や
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
が
大

幅
に
増
加
し
た
結
果
、
当
初
の
予
算

額
を
下
回
る
４
１
７
億
８
０
０
万
円

と
な
り
、
１
世
帯
あ
た
り
月
額
で
は

２
万
７
０
５
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

国
か
ら
の
補
助
金

（
国
庫
支
出
金
）

医
療
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
療

養
給
付
費
等
補
助
金
の
う
ち
、
定
率

分
補
助
金
が
16
年
ぶ
り
に
交
付
さ
れ

る
べ
き
額
を
※
下
回
り
ま
し
た
。ま
た
、

財
政
力
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
普
通

調
整
補
助
金
も
平
成
30
年
度
に
実
施

さ
れ
た
課
税
標
準
額
調
査
の
影
響
で

前
年
度
の
交
付
実
績
を
下
回
り
ま
し

た
。
特
別
調
整
補
助
金
は
医
療
費
適

正
化
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
保
険
者
機
能
強
化
分
、
コ
ロ

ナ
に
関
連
し
た
保
険
料
減
免
と
傷
病

手
当
金
の
支
給
に
要
し
た
費
用
、
未

就
学
児
の
保
険
料
軽
減
分
等
、
合
わ

せ
て
17
億
５
５
０
０
万
円
の
交
付
と

な
り
ま
し
た
。
減
額
と
な
っ
た
補
助

金
の
影
響
も
あ
り
、
当
初
の
予
算
額

を
下
回
る
４
０
７
億
８
９
０
０
万
円

と
な
り
、
１
世
帯
あ
た
り
月
額
で
は

２
万
６
４
６
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

※�

定
率
分
補
助
金
の
不
足
額
に
つ
い

て
は
５
年
度
中
に
追
加
交
付
と
な

る
見
通
し

◆
繰
入
金

歳
入
減
と
歳
出
増
が
重
な
り
大
幅

な
赤
字
決
算
が
見
込
ま
れ
た
た
め
予

算
の
補
正
を
行
い
、特
別
積
立
金
・
給

付
費
等
支
払
準
備
金
の
２
つ
の
積
立

金
を
取
り
崩
し
、
当
初
予
算
の
１
億

円
と
合
わ
せ
て
25
億
４
０
０
０
万
円

を
繰
入
れ
ま
し
た
。

［
歳
出
］

◆
保
険
給
付
費

病
院
や
薬
局
等
の
医
療
費
で
あ
る

療
養
給
付
費
は
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
も
の

の
他
に
も
、高
額
な
薬
剤
に
よ
る
治
療

や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
４
年
度
は
傷
病

手
当
金
の
支
給
額
が
大
幅
に
増
加
し

た
こ
と
も
あ
り
、歳
出
額
は
こ
れ
ま
で

で
最
も
多
い
５
４
２
億
４
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。１
世
帯
あ
た
り
月

額
で
は
前
年
度
を
１
２
８
６
円
上
回

る
３
万
５
１
８
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
へ
の
拠
出
金

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付

金
等
、
国
へ
納
め
る
拠
出
金
に
つ
い

て
も
増
額
の
傾
向
に
あ
り
、
保
険
給

付
費
に
次
い
で
歳
出
総
額
を
大
き
く

占
め
て
い
ま
す
。

【
決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
】

決
算
剰
余
金
は
補
正
予
算
に
よ
り

繰
入
金
を
24
億
４
０
０
０
万
円
増
額

し
、
９
億
８
０
０
万
円
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
剰
余
金
全

額
を
５
年
度
会
計
に
繰
り
越
し
ま
す
。

【
法
定
積
立
金
の
保
有
状
況
】

補
正
予
算
に
よ
り
積
立
金
を
繰
り

入
れ
た
結
果
、
４
年
度
末
の
保
有
額

は
特
別
積
立
金
が
44
億
６
６
０
０
万

円
、
給
付
費
等
支
払
準
備
金
が

11
億
３
０
０
万
円
と
な
り
、
中
建
国

保
が
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額

を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。
積
立
金

の
保
有
率
を
１
０
０
％
に
回
復
す
る

た
め
、
複
数
年
か
け
て
積
み
戻
し
を

行
い
ま
す
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検
・
医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況
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７

［�

一
世
帯
あ
た
り
月
額

に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

財
産
に
関
す
る
調
書

（歳入）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 国民健康保険料 41,707,621,700
 ２ 使用料及び手数料 ０
 ３ 国庫支出金 40,789,176,501
 ４ 前期高齢者交付金 ０
 ５ 都支出金 88,611,464
 ６ 共同事業交付金 1,773,986,000
 ７ 財産収入 16,746,584
 ８ 寄付金 ０
 ９ 繰入金 2,540,000,000
10 繰越金 1,173,435,175
11 諸収入 169,579,338

歳入合計 88,259,156,762

（歳出）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 組合会費 27,186,284
 ２ 総務費　 2,866,759,125
 ３ 保険給付費 54,243,262,706
 ４ 後期高齢者支援金等 17,548,754,803
 ５ 前期高齢者納付金等 876,832,605
 ６ 老人保健拠出金 ０
 ７ 介護納付金 7,913,946,997
 ８ 共同事業拠出金 1,764,893,000
 ９ 保健事業費 1,612,223,547
10 積立金 18,083,064
11 諸支出金 479,162,245
12 予備費 ０

歳出合計 87,351,104,376

◆財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１ 土地及び建物 1,962,885,708
２ 物品 1,279,500
３ 積立金 5,920,698,859
特別積立金 4,466,022,438
給付費等支払
準備金 1,103,391,240

退職積立金 332,261,485
本部事務所修繕
積立金 188,110

電算システム
改修積立金 3,597,505

財政調整積立金 5,029,396
本部事務所建設
積立金 ０

周年事業積立金 10,008,685
投資及び出資金 200,000

表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
中
建
国
保
の
事
業
運
営
に
多

大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
役
職
員

1
3
4
名
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、健
診
受
診
率
向
上
に
向
け

た
各
支
部
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、

直
近
の
確
報
値
で
あ
る
、令
和
３
年

度
特
定
健
診
受
診
率（
法
定
報
告
）

の
全
支
部
平
均
受
診
率
57
・
24
％
を

上
回
っ
た
支
部
の
う
ち
、２
年
度
受

診
率
か
ら
の
伸
び
率
が
高
い
５
支

部（
茨
城
県
、千
葉
土
建
、福
島
県
、

群
馬
県
、鳥
取
県
）に
感
謝
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
！

令和４年度決算の状況

※剰余金（歳入歳出差し引き残高）：908,052,386円

その他の収入
3,739円
（6.52％）

国庫補助金　
26,460円　
 （46.22％）

保険料
27,056円
（47.26％）

剰余金589円

前期高齢者納付金
569円（1.00％）

介護納付金
5,134円（9.06％）

保健事業費
1,046円（1.85％）

総務費1,860円（3.28％） その他の支出
1,485円
（2.62％）

後期高齢者
支援金
11,384円
　（20.09％）

保険給付費
35,188円
（62.10％）

歳 入
57,255円

歳 出
56,666円
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被保険者の皆様に、大切なお知らせです

長
期
に
わ
た
り
、 

整
骨
院・接
骨
院
で
施
術
を 

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ 

ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、整
骨
院・接
骨
院
で
施
術

を
受
け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、原

因
が
他
の
病
気
に
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

ま
す
。そ
の
た
め
、令
年
４
年
４
月
か
ら
５
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
に
７
ヵ
月
以
上
の
長
期

に
わ
た
り
施
術
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、痛
み

の
原
因
を
改
め
て
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び

か
け
る
ご
案
内
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
、あ
な
た
の
健

康
を
守
る
た
め
に
も
、痛
み
の
原
因
を
も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て

①
料
金
改
定（
値
上
げ
）に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経

営
す
る
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
と
中
建

国
保
は
、
法
人
会
員
契
約
を
締
結
し
て

お
り
、
中
建
国
保
の
保
険
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
一
般
会
員
よ
り
お
得
な
特
別

価
格
で
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。10
月
よ
り
、月
払
い
の
会
員
に
つ

い
て
料
金
改
定
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

②
提
携
施
設
拡
大
に
つ
い
て

提
携
施
設
と
し
て『
東
急
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ
ス
』が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
と
同
様
に
、
お
得
な
価
格
で
の
利
用
が
可
能

で
す
。詳
し
く
は
中
建
国
保
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健診講座！看護師の卵
ののりみ

保
険
料
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

震
災
、風
水
害
、落
雷
、火
災
な

ど
の
災
害
に
よ
り
、
組
合
員
の
住

宅
等
が
被
害
を
受
け
、
生
活
が
著

し
く
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、３
ヵ

月
の
範
囲
内
で
保
険
料
を
減
免
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、女
性

組
合
員
が
出
産
し
中
建
国
保
か
ら

出
産
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た
場

合
や
、
組
合
員
が
育
児
休
業
を
取

得
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

４
年
度
に
お
い
て
は
、
表
の
通

り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
ま
す
。

減免理由 件数 合計
火災 13件 68万6,000円
自然災害 21件 107万5,900円
出産 59件 239万4,700円

育児休業
73件

（うち男性組合員）　　　　18件
661万1,500円

コロナ 16,596件 ４億7,296万円

改定前・月額
（税込）

改定後・月額
（税込）

Monthly
コーポレート会員 9,570円 10,450円

Coqulマンスリー会員・
ベーシック 12,870円 13,750円

Coqulマンスリー会員・
ゴールド 13,475円 14,355円

Coqulマンスリー会員・
プラチナ 15,345円 16,225円
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１．被害区分による減免額
被害区分 減免額 災害救助法の適用市町村

全焼または全壊
及び全部冠水 保険料3ヵ月分 〈６月29日大雨〉

山口県の
一部市町村

〈７月７日大雨〉
青森県、秋田県、
富山県、石川県、
島根県、福岡県、
佐賀県、大分県
の一部市町村

半焼または�
半壊､床上1m�
以上の冠水

保険料2ヵ月分
※�右記の災害救助法の�
適用市町村に住所を�
有する組合員のみ�
保険料３ヵ月分を減免

床上1m�
未満の冠水 保険料1ヵ月分 ※�最新の適用市町村は内閣府防災情報のページ�

http://www.bousai.go.jpをご覧ください。

※�４ヵ月以降については、国保組合に対する国の財政支援の考え方、�
減免措置の延長の通達などが出された段階で改めて検討します。

２．�保険料の減免を�
受けるとき

被災された方は�
以下の書類を提出します。
①�保険料徴収減免申請書�
（記号番号、氏名、住所、減免�
を受ける理由等を記載）
②�り災証明等減免の理由を�
証明する書類�
（消防署、地方自治体などの�
公的機関発行の証明書）

令和５年６月29日からの大雨及び７月７日からの大雨�
により被災された方に保険料の減免を行っています

症状別受診ナビの追加機能について

駅名・症状を
入力してクリック

現在地で検索するときは
こちらをクリック

中建国保の�
ホームページ
から検索、または�
QRコードを�
読み取って�
ご活用ください。

周辺のマップと医療機関の一覧が表示され、医
療機関名をクリックすると最寄り駅や診療時間
等、詳細な情報が表示されます。ぜひご利用くだ
さい。
症状別受診ナビを確認しても受診すべき診療科
の検討がつかない場合は、まず『かかりつけ医』に
相談することをお薦めします。

中建国保のホームページでは『体のサインを見逃さない　�
症状別受診ナビ』で気になる身体の症状から疑われる病気�
や、受診先の診療科を調べることができます。
今回はこれまでの機能に加えて、最寄り駅や症状などで
近くの医療機関を検索できる『いしゃまち病院検索』が追加�
されました。必要項目を入力し検索すると、医療機関の診療�
時間や診療科名等を確認することができます。
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自
慢
の
地
域

全
国
的
に
は
知
名
度
が
高
い
と
は
言

え
な
い
福
井
県
。
し
か
し
実
際
は
、
歴
史

や
自
然
に
あ
ふ
れ
た
県
で
す
。

私
の
勤
め
る
株
式
会
社
大
嵜
左
官
工
業

が
あ
る
福
井
県
坂さ
か

井い

市し

三み

国く
に

町ち
ょ
う

は
長
い
歴

史
を
持
つ
街
で
、
北
陸
三
大
祭
り
の「
三

国
祭
」や「
三
国
花
火
大
会
」、「
三み

國く
に

湊み
な
と

帯
の
ま
ち
流
し
」な
ど
、
伝
統
の
あ
る
行

事
が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
、新
鮮
な
海
の

幸
や
農
作
物
も
自
慢
で
き
る
地
域
で
す
。

『
左
官
』と
の
出
会
い
、

尊
敬
す
る
母
の
存
在

高
校
卒
業
後
、や
り
た
い
こ
と
が
見
つ

か
ら
ず
に
悩
ん
で
い
た
時
、
た
ま
た
ま
近

く
の
現
場
で
作
業
を
し
て
い
る
職
人
さ
ん

の
姿
を
見
て
、そ
の
技
術
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
調

べ
た
こ
と
で
、初
め
て『
左
官
』と
い
う
仕

事
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
他
県
で

活
躍
さ
れ
て
い
た
女
性
の
左
官
職
人
に

憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、今
の
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。

厳
し
い
男
性
社
会
の
中
で
も
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
、自
分
に
負
け

な
い
強
い
女
性
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の

は
母
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

女
手
一
つ
で
育
て
て
く
れ
た
母
は
、い

つ
も
私
に「
我
慢
せ
ず
好
き
な
こ
と
を
し

な
さ
い
！
」と
言
っ
て
、
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
働
き
、私
の
し
た
い
こ
と
を
一
番
に

応
援
し
支
え
て
く
れ
ま
す
。
母
は
私
に

と
っ
て
尊
敬
す
る
人
で
す
。そ
ん
な
母
の

姿
を
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
や
り

た
い
左
官
と
い
う
仕
事
で
活
躍
し
、恩
返

し
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

左
官
の
魅
力

左
官
仕
上
げ
の
壁
は
全
て
が
お
客
さ

ん
の
目
に
入
り
、
家
の
一
部
に
も
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
残
る
も
の
ば
か
り

で
す
。ま
だ
こ
の
仕
事
を
始
め
て
間
も
な

い
で
す
が
、毎
日
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
修
行
に
励
ん
で
い
ま
す
。重

い
材
料
の
持
ち
運
び
や
細
か
い
作
業
な

ど
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
出
来
上

が
っ
た
時
に
は
達
成
感
が
あ
り
、左
官
の

魅
力
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

私
が
毎
日
楽
し
く
頑
張
れ
る
の
は
、現

場
の
他
の
職
人
さ
ん
方
の
励
ま
し
や
、お

客
さ
ん
の
笑
顔
や「
頑
張
っ
て
ね
」の
一

言
、
親
方
と
兄
弟
子
の
丁
寧
な
指
導
、
そ

し
て
家
族
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

親
方
と
兄
弟
子
は
、ど
ん
な
に
忙
し
い

時
で
も
手
を
止
め
て
、一
か
ら
細
か
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
親
方

達
は
２
人
と
も
作
業
が
と
て
も
丁
寧
で
、

ど
ん
な
に
大
変
で
も
お
客
さ
ん
の
た
め
に

最
高
の
も
の
を
仕
上
げ
る
姿
が『
最
高
に

か
っ
こ
い
い
』で
す
。

土
壁
に
漆
喰
と
い
っ
た
職
人
さ
ん
の

手
で
作
ら
れ
る
昔
な
が
ら
の
壁
の
魅
力

や
、
左
官
の
良
さ
を
今
の
若
い
人
達
に

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

【
文
：
本
人
】

ががんん
ばばれれ！！女女性性職人職人

福 井 県 支 部

五
い が ら し

十嵐 彩
あ や

愛
め

さん （写真）��左から親方の大
おお
嵜
さき
淳
じゅん
司
じ
さん、彩愛さん、兄弟子の坂

さか
本
もと
一
かず
輝
き
さん

左
官
職
人
に
憧
れ
て

母
の
応
援
を
支
え
に
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思い出
の場所

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
と
の
出
会
い

私
の
思
い
出
の
場
所
、
そ
れ
は
50
年
近
く

前
に
行
っ
た
愛
媛
県
の
東と
う
予よ

港こ
う
の
フ
ェ
リ
ー

乗
り
場
で
す
。
10
代
の
頃
文
通
を
し
て
い
た

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
に
、愛
車
で
会
い
に
行
っ
て
見

送
っ
て
も
ら
っ
た
港
で
す
。

文
通
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

旅
行
で
行
っ
た
群
馬
県
の
鬼お
に

押お

し
出だ

し
で
、

修
学
旅
行
で
来
て
い
た
２
人
の
高
校
生
に
頼

ん
で
、
一
緒

に
写
真
を

撮
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
の

頃
か
ら
人
に

声
を
か
け
る

の
は
得
意
で

し
た（
笑
）。

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
キ
ー
に
し
て

帰
る
時
に
、
高
校
の
名
前
が
書
か
れ
た
観

光
バ
ス
が
停
ま
っ
て
い
て
、
２
人
が
愛
媛
県

の
高
校
の
生
徒
だ
と
知
り
ま
し
た
。家
に
帰
っ

て
か
ら
２
人
の
ど
ち
ら
か
と
文
通
で
き
な
い

か
と
思
案
の
末
、
電
話
案
内
で
高
校
の
番
号

間
に
彼
女
は
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、男
の
人
と

一
緒
に
来
た
の
に
は
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

そ
こ
で
２
人
に
見
送
っ
て
も
ら
い
帰
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、帰
り
の
お
金
が
あ
ま
り
な
く

彼
女
に
５
千
円
借
り
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。あ

と
で
手
紙
と
一
緒
に
返
し
ま
し
た
。日
帰
り
で

帰
る
つ
も
り
が
２
泊
３
日
の
旅
に
な
っ
て
し
ま

い
、母
親
に
は
心
配
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
か
妻
と
２
人
で

あ
の
港
に
は
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
行
け
な
い
も
の
で
す

ね
。結
婚
し
て
か
ら
も
何
度
か
行
き
先
を
言
わ

ず
に
出
て
、か
な
り
遠
出
を
し
て
妻
に
心
配
を

か
け
て
き
ま
し
た
。も
う
少
し
時
間
に
余
裕
が

で
き
た
ら
妻
と
２
人
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
須
能 

唯
支 

通
信
員
】

を
調
べ
、「
貴
高
の
生
徒
さ
ん
と
写
真
を
撮
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、そ
の
時
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
が
落
ち
て
い
て
確
認
し
た
い
の
で
、学

校
の
住
所
を
教
え
て
ほ
し
い
」と
頼
み
ま
し

た
。２
人
の
写
真
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
入
れ
た

封
筒
に
、文
通
を
し
て
ほ
し
い
と
書
い
て
一
緒

に
送
り
ま
し
た
。
何
日
か
し
て
手
紙
が
届
き
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
自
分
達
の
物
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
も
そ

の
は
ず
で
す
。キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
自
分
が
買
っ

た
物
で
す
か
ら
！
そ
う
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に

考
え
が
ひ
ら
め
き
ま
す
。そ
の
後
文
通
が
始
ま

り
、時
に
は
公
衆
電
話
で
話
も
し
ま
し
た
。

思
い
切
っ
て
東
予
港
へ

そ
れ
か
ら
約
１
年
後
、友
達
３
人
で
大
阪
ま

で
来
る
用
事
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、大
阪
城
で

待
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。親
は
心
配
す
る
の

で
出
か
け
る
こ
と
だ
け
伝
え
て
待
ち
合
わ
せ
場

所
に
行
っ
た
の
で
す
が
、一
番
会
い
た
か
っ
た

人
が
急
用
で
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。と
て
も

残
念
に
思
っ
た
た
め
、２
人
と
別
れ
た
次
の
日

に
彼
女
に
会
い
に
行
こ
う
と
決
め
、徳
島
へ
最

短
で
行
く
フ
ェ
リ
ー
で
四
国
に
渡
り
ま
し
た
。

当
時
は
地
図
帳
と
公
衆
電
話
だ
け
が
頼
り
で
お

金
も
あ
ま
り
持
た
ず
に
出
た
の
で
、車
中
泊
し

て
東
予
港
に
行
き
ま
し
た
。待
ち
合
わ
せ
の
時

（写真）鬼押し出しにて

（写真）東予港にて

東予港
フェリー乗り場

茨 城 県 支 部

吉
よ し

澤
ざ わ

 正
ま さ

利
と し

 さん
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中
建
国
保
の

頻回受診

重複処方

多剤処方

本部保健師 福
ふ く

田
だ

那
な

美
み

とは、同じ病気で１つの医療機関を受診する回数が必要以上に多い「頻
ひん

回
かい

受
じゅ

診
しん

」や、複数の医療機関
から同じ効果・効能の薬の処方を受けている「重

ちょう
複
ふく

処
しょ

方
ほう

」、１ヵ月間に15種類以上の飲み薬の処方を
受けている「多

た
剤
ざい

処
しょ

方
ほう

」などのことです。
中建国保では「被保険者の健康障害を防ぐ」ことを主な目的として、令和４年度から多受診アプローチ 

事業を実施しています。「多受診」を長期間続けると、必要以上の検査や投薬により健康へ悪影響を
及ぼす可能性があります。また、医療費の増加にもつながり、結果として窓口で支払う医療費や薬代
が高額になる等、ご自身の費用負担も大きくなってしまいます。

皆さんは「多
た

受
じゅ

診
しん

」という言葉を聞いたことがありますか？多受診 

多受診について多受診について
～�頻回受診・重複処方・�～�頻回受診・重複処方・�
� 多剤処方を防ごう～� 多剤処方を防ごう～

〈頻回受診による健康障害〉
・	�同じような処置や検査を続けることで体に負担がかかる
・	�薬剤による副作用の恐れ
・	�通院に多くの時間をとられる
・	�窓口で支払う医療費や薬代が高額になる

〈重複処方による健康障害〉
・	�効き目が似た薬を一度に多く飲むことで、 

薬本来の効果が出ない
・	�効果が弱くなる・効きすぎるなど、 

副作用が強く出てしまう
・	�窓口で支払う医療費や薬代が高額になる

〈多剤処方による健康障害〉
・	�飲み忘れ、飲む時間を間違えてしまう
・	�ポリファーマシーになり、薬が正しく効かず、 

かえって体調を悪化させてしまう
・	�複数の薬の副作用が出てしまう
・	�窓口で支払う医療費や薬代が高額になる

〈頻回受診対策〉
・	�信頼できるかかりつけ医を持つ
・	�医師の指示や治療方針を守る
・	�受診時に疑問がある時は、 

納得するまで質問する

〈重複処方対策〉
・	�かかりつけ医やかかりつけ薬局を持つ
・	�医療機関を受診するときは、 

お薬手帳を持って行く
・	�お薬手帳が複数ある場合は 

１冊にまとめる

〈多剤処方対策〉
・	�自己判断で服薬を中断しないようにする
・	�かかりつけ医やかかりつけ薬局を持つ
・	�薬剤が大量に余る（残

ざん
薬
やく

がある）場合、 
医療機関に持って行き相談する

・	�お薬手帳が複数ある場合は１冊にまとめる
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「「ポリファーマシーポリファーマシー」」
とは？とは？

残薬とは？残薬とは？

中建国保の中建国保の
取り組み取り組み

最後に最後に

頻回受診 ３ヵ月連続で、１つの医療機関に同じ病気で 
受診する回数が月15日以上あること

重複処方 ３ヵ月連続で、１ヵ月に３つ以上の医療機関から 
同じ効果・効能の薬の処方を受けていること

多剤処方 ３ヵ月連続で、65歳以上の方が１ヵ月間に 
15種類以上の飲み薬の処方を受けていること

薬との因果関係がはっきりしないものを含め、多くの薬を服用している 
ために副作用が出る、薬の飲み忘れや飲み間違いが起きる等、服用者に 
生じる好ましくない状態・症状、または病気のことを「ポリファーマシー」
と言います。

薬を何種類以上飲んでいたら「ポリファーマシー」になるといった定義
はありませんが、薬が６種類以上になると、 
副作用や薬物有害事象が起こるリスクが高く
なると言われています。

特に高齢になると複数の病気を持つことや、
加齢に伴う生理的な変化により内臓の働きが
弱くなり、薬の分解や体の外への排出に時間
がかかるようになります。そのためポリファー
マシーに陥りやすく、健康障害のリスクが高ま
ります。

医療機関等では飲み残しや使い残しの薬のことを 
残薬と言います。残薬は、医療機関等に持って行くと
処方量を調整することができます。また、お薬にかかる
窓口負担額が少なくなることもあります。さらに、飲み
薬だけでなく、湿布薬や塗り薬などについても調整し
てもらえる可能性があるので、残薬がある場合は医療
機関等に相談してみましょう。

中建国保では皆様の健康障害を防ぐために多受診の状況を以下のように
定め、対象となる方にお手紙を送らせていただいています。お手紙が届いた 
場合は、医療機関に相談してください。

「どうやって担当の先生に説明したらいいかわからな
い」「先生に聞くのはちょっと不安 …」といった悩みを
お持ちの方は、24時間いつでも相談できる中建国保の
健康相談室（0120-1332-64）などをぜひご利用くだ
さい。

また、どんな薬を飲んでいるのかを担当の先生にすぐ 
に把握してもらうためにも、お薬手帳は１冊にまとめ
て必ず持参して医療機関を受診しましょう。

実際に厚生労働省
でも、６種類以上の薬を 

飲んでいることで
副作用が出ていることが

報告されています。
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ご
り
け
ん

ごりけん
クッキング

オクラとわかめの
豚肉巻き

材
料（
４
人
分
）

豚ロース薄切り肉�400g
塩���� 小さじ１／２
こしょう������ 少々
オクラ������� ８本
ナス�������� １本
乾燥わかめ��� 大さじ４
サラダ油���� 小さじ２

梅肉��������大さじ２
しょうゆ�������小さじ２
砂糖��������小さじ１
ごま油��������小さじ２
付け合わせ
グリーンカール（レタス）��適量
ミニトマト��������８個

A

カロリー 約324kcal
塩分 約2.4g
※�カロリー、塩分は１人分です。

調理時間

約40分

つくり方

❶	�豚肉は塩、こしょうをふる。�
オクラはガクを切り１分ほど�
下茹でする。ナスもガク
を切り、縦８等分に切る。�
わかめは水で戻す。Aは�
混ぜ合わせておく。

❷	��豚肉にオクラ１本とわかめ�
１／16量を広げるように�
のせてくるくると巻く。ナス�
も同様にわかめと一緒に
豚肉で巻く。

❸	��フライパンにサラダ油を�
ひき、中火で熱し、豚肉の�
巻き終わりを下にして焼き、�
３～４分ほど転がしながら�
全体に火を通す。食べやすく�
切って盛り付け、Aをかけて�
グリーンカール、ミニトマト�
を添える。

ご
り
け
ん

中建国保のホームページ
に載っているレシピ※をアレンジ
して作ってみたよ！梅肉の酸味と
ごま油のうま味で残暑の時期も

食欲アップ！！

0120-1332-64
休日・夜間の
急な病気で

心配に
なったら

時々急に
お腹が痛くなる。

どんな病院に
行けばいい？

病院で
もらった薬、
気をつける
ことは？

この頃、
何となくやる気
が出ないな …

相談料・通話料 無料　24時間365日 OK

	 イ イ 	 耳 	 に 	 朗 	 報

お困りのときは、ぜひご利用ください。

お医者さんや看護師�
さん等から症状に応
じた適切な対処の仕
方などのアドバイス
が受けられます。

こんな時は

など

健康相談室
からのお知らせ

フリーダイヤル

※�ホームページのトップ画面下部�
『Pick up』の「健康お役立ち情報・レシピ」�
→「生活習慣病改善サポートレシピ」�
→「７月・オクラとわかめの豚肉巻き」�
にてご覧いただけます。

本部職員の
感想 梅肉の酸味が

強い場合は、好みで
砂糖を追加しても
いいですよ。

わかめの
歯ごたえがよく、
お肉が少なくても
満足できました！
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『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部（出張所）名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．�冬におすすめの健康法や料理を教えて♪
２．冬の思い出を教えて♪
３．わが家の近況など

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保�
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

下の３つのテーマいずれかについて、ご意見・ご感想、 
また、あなたの近況・体験談などお書きください。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和５年
10月16日
（消印有効） 応募の際には

記号番号の
記入を

忘れないでね！

中
野 

光
昭（
鹿
児
島
・
組
合
員
）

先
日
白
内
障
の
手
術
を
し
ま
し
た
。
日

帰
り
手
術
が
多
い
中
、
私
は
５
泊
６
日
の

入
院
生
活
と
な
り
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し

た
。
初
め
て
高
額
療
養
費
の
限
度
額
や
償

還
金
の
こ
と
を
知
り
、
あ
り
が
た
い
思
い

で
す
。
何
よ
り
今
ま
で
以
上
の
視
力
と
な

り
嬉
し
い
限
り
で
す
。
健
康
が
一
番
！
も

う
し
ば
ら
く
バ
リ
バ
リ
と
働
き
ま
す
 ！！

藤
井 

久
美
子（
山
口
・
家
族
）

先
日
、
娘
夫
婦
の
新
築
中
の
家
を
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
夫
婦
と
も
大
工
さ
ん
と

い
う
こ
と
で
息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
テ
キ
パ
キ

と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、
素

晴
ら
し
い
と
感
心
し
て
家
に
帰
り
ま
し
た
。

９
月
に
は
完
成
す
る
そ
う
で
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。廣

野 

静
子（
愛
知
・
家
族
）

わ
が
家
で
は
ゴ
ー
ヤ
と
ス
イ
カ
を
初
め

て
育
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
収
穫
を

楽
し
み
に
毎
日
水
や
り
を
し
て
い
ま
す
！

三
島 

智
恵
美（
島
根
・
家
族
）

“
今
年
こ
そ
は
痩
せ
た
い
”と
毎
日
20
分

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
半
年
で
５
㎏
痩

せ
ま
し
た
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
続
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。

桑
田 

美
香（
山
口
・
家
族
）

５
月
に
主
人
が
両
足
変
形
性
股
関
節
症

で
手
術
・
入
院
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
中
建

国
保
の
補
助
で
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

吉
川 

達
彦（
愛
知
・
組
合
員
）

今
年
小
学
校
に
入
っ
た
息
子
の
一
番
の

楽
し
み
は
虫
と
り
で
す
。
特
に
と
ん
ぼ
が

大
好
き
で
、
こ
の
秋
も
と
ん
ぼ
を
た
く
さ

ん
と
る
ぞ
、と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。そ
ん

な
あ
る
日
、学
校
で
ひ
ら
が
な
の
テ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ
て
き
た
答
案
用

紙
を
見
る
と
、「
と
ん
ぼ
」を「
と
ん
ぽ

4

4

4

」と

書
い
て
い
ま
し
た
…
。
あ
ん
な
に
と
ん
ぼ

が
好
き
な
の
に
な
ぁ
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た

出
来
事
で
し
た
。

吉
本 

佳
代（
高
知
・
家
族
）

秋
に
は
長
女
の
と
こ
ろ
に
３
人
目
の
孫

が
で
き
る
予
定
で
す
。さ
ら
に
マ
イ
ホ
ー
ム

が
完
成
す
る
の
で
二
重
の
お
祝
い
で
す
。し

か
し
最
近
の
家
の
金
額
を
聞
く
と
ビ
ッ
ク

リ
す
る
ば
か
り
。こ
れ
か
ら
先
、返
済
で
大

変
だ
ろ
う
と
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

髙
村 

香
里（
福
岡
建
設
・
家
族
）

毎
回
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
育
児
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
解
い
て
い
ま
す
。解
け
た
時
の
ス
ッ

キ
リ
感
は
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。こ
れ
か

ら
も
私
の
楽
し
み
を
ど
う
ぞ
ヨ
ロ
シ
ク
！！

みんな
の
広場
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『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ上に「所属支部�
（出張所）名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

作品サイズ
【写　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入したメモ等を同封してください。�
・ 保険証の記号番号、氏名、住所  ・ 撮影した場所  ・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の所有といたします。また、�
機関紙以外への掲載あるいは展示等をする場合があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。
５．�家族・仲間同士のスナップや画質の粗い写真など、当組合で 

掲載が難しいと判断したものについては、写真を返却させて 
いただきます。また、謝礼の送付をお断りする場合があります。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合「お正月写真募集」係�
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、もれなく 
ごりけんQUOカード1,000円分を年度内１回プレゼントします。

作品イメージ

募 集 要 項

初日の出の瞬間をおさめた写真や、新
年を祝う祭りの風景、新年に行われ
るイベント（餅つき大会やマラソン大
会など）でにぎわう風景など、お正月
の様子をおさめたあなたの自慢の写
真をお送りください。

募集テーマ：お正月

お正月の写真とあわせて、読者に紹介したい
素敵な風景の写真も、随時募集しています！

あなたが撮った

お正月写真を
募集します！

特報

●	 �日程や申し込み方法などは、�
支部ごとに異なります。詳しくは所属の�
支部・出張所にお問い合わせください。

●	 �集団健診の結果、保健指導の対象となった�
方は、ぜひ保健指導も受けてください。

●	 �健診結果の数値から疾患が発生するリスク�
が懸念される方には、本部保健師から�
医療機関への受診勧奨を行っています。

組合員と20歳以上のご家族を対象に、各支部で集団健診を
実施しています。組合員ご本人だけでなく、
ご家族もぜひ中建国保の集団健診を
受診してください。

生活習慣病の予防に着目した

基本健診（特定健診の項目）
❶

建設業従事者の職業病対策 

としての胸部レントゲン撮影❷

死因第１位であるがんを

予防するためのがん検診
❸

健診の結果を 
知ることが健康管理 

の第一歩

「要再（精）検」
「要治療」の方は
必ず病院へ！

引き続き
感染防止対策を
行っています。

上記３つ以外にも様々なオプション項目を�
つけて実施している場合があります。

中建国保だより　令和５年９月１日発行　第三種郵便物認可
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A 〜 Eの 
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。 
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

秋の夜長はアロマキャンドルの
火と香りに癒されてみては？ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワ

ードパズル当選者発表

齋藤　瑞夫
照井　文博
伊藤　厚子
大島冨士子
市川　英市
鈴木　慶一
中村　信子
鈴木　　恵
豊岡　　浩
平山　良夫
飯田　一雄
鶴岡　和子
菊池　波子
岩田　侑也
大西　弘明
林　美早都
佐々木八千代
永井　慎也
飯田　翔大
立松　典子

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

秋田県支部

福島県支部

福島県支部

茨城県支部

栃木県支部

群馬県支部

千葉土建支部

千葉土建支部

東京都支部

東京都支部

新潟県支部

石川県支部

福井県支部

山梨県支部

静岡県支部

愛知県支部

愛知県支部

日永　京子
梅田　宗春
鎌田眞由美
大石平茂和
植野　麻耶
中村　達也
原田　美恵
岡村　憲正
板橋　義之
吉本　米雄
小笠原悠太
福本　　寛
古賀　孝義
中野　英治
吉田　　登
井芹　卓也
池田　早苗
矢野　弥生
前原　春子
大石　早苗

滋賀県支部

奈良県支部

奈良県支部

和歌山県支部

鳥取県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

徳島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

福岡県支部

福岡建設支部

福岡建設支部

熊本県支部

大分県支部

宮崎県支部

鹿児島県支部

鹿児島県支部

アマノガワ

７月号
の答え

ハガキにクイズの答えと�
住所、氏名、保険証の記号番号を�
明記してご応募ください。

応募

令和５年10月16日�
（消印有効）締切

〒171-0014�
東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合�
「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして

います

1 2 3

D

4 5

6 7

8

C

9 10 11

12 13

B

14

15 16 17 18

E

19 20 21 22

23

A

９月20日から26日は
○○○○愛護週間です。
○○○神社の使いは狐です。
いわし雲が出現する所。
食欲の秋は色気より○○○？
二兎を追う者は○○○をも得ず。
リンゴの一品種。
生産量の約５割を占めます。

お団子やススキを用意して楽しみます。
「安芸の宮島」とも呼ばれます。
秋の○○○といえばサンマでしょうか？
卓球やテニスでボールを打つ道具。
新聞社における役職の一つです。
きざし。恋の○○○。
秋の田んぼで○○刈り。
これをふんだんに使ったモンブラン。

1

2
3
4
5
7

9
11
12
14
15
17
20
22

ビールの祭典 
「オクトーバーフェスト」の本場。
無病○○○○。 
病気をせず健康であること。
○○重と肝吸いのセット。
野球で、バッターがボールを 
打ち上げること。
橋を英語で言うと？

「玉」で数える手芸用品です。

虫の声に○○を澄ます。
サケの卵。実はロシア語です。
刑事さんのこと。
クズやハギは○○科の植物です。

「時化」と書く海の状態。
安来節に合わせて踊る「どじょう○○○」。
坂本竜馬や高杉晋作らが活躍した 
時代です。
睡眠中にゴロンと打ちます。

1

3

6
7

8
10

12
13
15
16
18
19
21

23

解答欄 A B C D E

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。�
応募された方は、ホームページ上に「所属支部（出張所）名」「氏名」�
等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項にご応募いただいた皆さま
の個人情報は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送
のためにのみ使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供
は行いません。

応募の際には
記号番号の

記入を
忘れないでね！

　　　抽選で40名の方に
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気
ま
ぐ
れ
な

ア
イ
ド
ル

ミ
ィ
は
自
由

奔
放
な
性
格
で
、

好
き
な
と
き
に

散
歩
に
行
き
、疲
れ
た
ら
家
に
帰
っ
て
き
て

好
き
な
と
こ
ろ
で
寝
て
い
ま
す
。１
番
の
お

気
に
入
り
は
、
私
が
作
っ
た
鳥
小
屋
の
屋

根
の
上
の
よ
う
で
す
。

気
ま
ぐ
れ
屋
の
ミ
ィ
は
、
昨
日
ま
で
美

味
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
た
大
好
物
を
突

然
食
べ
な
く
な
り
、病
気
か
な
ぁ
と
心
配
す

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の

３
年
間
で
わ
か
っ
た
の
は
、ミ
ィ
は
た
だ
飽

き
っ
ぽ
い
性
格
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
近
で
は
、
食
べ
な
く
な
る
と「
飽
き
た

な
」と
思
い
、違
う
餌
を
与
え
て
み
る
と
美

味
し
そ
う
に
ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
る
ミ
ィ
を
見

な
が
ら
、家
族
で
微
笑
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
ミ
ィ
に
も
弱
点
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は『
水
』で
す
。聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
水
を

気
ま
ぐ
れ
な
ミ
ィ
に
家
族
で
微
笑
ん
で
い
ま
す

大
切
な
存
在
に

「
ミ
ィ
」が
わ
が
家
に
や
っ
て
き
た
の
は

今
か
ら
約
３
年
前
の
こ
と
で
す
。最
初
は
家

の
周
り
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
ミ
ィ
を
家
内

が
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、私
と
同
じ

大
工
で
同
居
し
て
い
る
息
子
も
ミ
ィ
が
気

に
な
り
は
じ
め
、気
づ
け
ば
ミ
ィ
は
家
族
の

一
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
か
ら
犬
や
鳥
を
飼
っ
て
い
た
こ
と

は
あ
る
の
で
す
が
、猫
を
飼
う
の
は
初
め
て

で
戸
惑
う
日
々
で
し
た
。し
か
し
、今
で
は

私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
は『
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
』に
な
っ

て
い
ま
す
。

嫌
が
る
猫
は
多
い
よ
う
で
す
が
、ミ
ィ
も
と
て

も
水
が
嫌
い
な
よ
う
で
、私
が
お
風
呂
に
※
は4

め
よ
う

4

4

4

と
す
る
と
、と
て
も
嫌
が
り
ま
す
。

以
前
は
私
が
お
風
呂
の
準
備
を
し
て
い

る
と
、そ
れ
を
察
し
て
か
行
方
を
く
ら
ま
す

よ
う
に
な
り
、家
族
総
出
で
家
の
中
を
大
捜

索
し
て
い
ま
し
た
。最
近
で
は
隠
れ
て
い
る

場
所
を
大
体
把
握
し
て
い
る
の
で
、今
で
は

仕
事
帰
り
の
車
の
中
で「
今
日
は
ど
こ
に
隠

れ
て
い
る
の
か
な
」と
思
い
な
が
ら
、
ミ
ィ

を
見
つ
け
る
こ
と
が
私
の
日
課
に
な
っ
て

お
り
、楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

※
は
め
る
…
方
言
で「
入
れ
る
」と
い
う
意
味

想
い
が
届
く
日
は
…

最
近
の
悩
み
は
、
ミ
ィ
が
寝
る
と
き
は

私
で
は
な
く
食
事
の
世
話
を
し
て
い
る
家

内
と
必
ず
一
緒
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。私
は

ミ
ィ
の
嫌
が
る
お
風
呂
担
当
な
の
で
す
が
、

ミ
ィ
を
想
う
気
持
ち
は
家
内
に
も
負
け
な

い
と
自
負
し
て
い
る
の
で
、た
ま
に
は
私
と

一
緒
に
寝
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
吉
田 

武
司 

通
信
員
】

徳 島 県 支 部 山
や ま

伏
ぶ し

 忠
た だ

信
の ぶ

 さん

（写真）先住のアイドル達

（写真）奥様の一
かず

栄
え

さんとミィ

わが家の
アイドル
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